
◎貸金業の規制等に関する法律及び出資の受入れ、預り金及び金

利等の取締りに関する法律の一部を改正する法律 
（平成一五年八月一日法律第一三六号）（衆）   

一、提案理由（平成一五年七月一七日・衆議院本会議） 

○小坂憲次君 ただいま議題となりました法律案につきまして、提案の趣旨及びその概

要を御説明申し上げます。 

 本案は、昨日、財務金融委員会において全会一致をもって起草、提出したものであり

まして、貸金業において無登録営業、異常な高金利による貸し付け、悪質な取り立て等

の違法行為が多発し、その被害が深刻化している現状にかんがみ、貸金業の適正な運営

を確保し、資金需要者の利益の保護を図るため、次の措置を講ずるものであります。 

 第一に、貸金業の登録時の本人確認等を強化することといたしております。 

 また、登録拒否事由として、暴力団員等、不正または不誠実な行為をするおそれのあ

る者及び一定の財産的基礎を有しない者等を追加する等、登録要件の見直しを行うこと

といたしております。 

 第二に、無登録業者による広告、勧誘等を禁止し、違反した場合には罰則の対象とす

る等、無登録業者に対する取り締まりを強化することといたしております。 

 第三に、貸金業者等による債権の取り立てに当たっての禁止行為につき、正当な理由

がなく、勤務先等の電話をかけまたは訪問すること、債務者以外の者に対し、債務を弁

済することをみだりに要求すること等、具体的な行為類型を挙げて規定することとする

とともに、貸金業者による暴力団員等への債権譲渡を禁止する等の規制の強化を図るこ

とといたしております。 

 第四に、貸金業者は、営業所等ごとに貸金業務取扱主任者を選任し、従業者への助言

または指導を行わせなければならないこととするとともに、同主任者につき所定の研修

の受講を義務づける等、適正な営業体制の確立を図ることといたしております。 

 第五に、無登録営業、出資法の上限金利違反の際の罰則等を強化するほか、貸金業者

が、金銭消費貸借契約において、年一〇九・五％を超える利息の契約をしたときは、当

該契約は無効とすることといたしております。 

 以上が、本案の提案の趣旨とその概要であります。 

 何とぞ速やかに御賛成くださいますようお願い申し上げます。 

二、参議院財政金融委員長報告（平成一五年七月二五日） 

○柳田稔君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、委員会における審査の

経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、貸金業の規制等に関する法律及び出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに

関する法律の一部を改正する法律案は、貸金業において無登録営業、異常な高金利によ

る貸付け、悪質な取立て等の違法行為が多発し、その被害が深刻化している現状にかん



がみ、貸金業の登録要件の強化、取立て、広告等に関する規制の強化、貸金業務取扱主

任者の制度の創設、違法な高金利契約の無効化、罰則の強化等の措置を講じようとする

ものであります。 

 委員会におきましては、銀行等株式保有制限法改正案について発議者を代表して衆議

院議員熊代昭彦君より、貸金業規制法等改正案について提出者衆議院財務金融委員長小

坂憲次君より、それぞれ趣旨説明を聴取いたしました。 

 両法案を一括して議題とし、売却時拠出金の廃止により国民負担が拡大するおそれ、

機構の株式取得と日銀の株式買入れの関係、やみ金融根絶に向けた関係当局の連携強化

の必要性、金融機関から暴力団等への資金供給を絶つための具体的方策等について質疑

が行われましたが、その詳細は会議録に譲ります。 

……………（略）…………… 

 次に、貸金業規制法等改正案について採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案

どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 なお、本法律案に対し附帯決議が付されております。 

 以上、御報告申し上げます。 

〇附帯決議（平成一五年七月二四日） 

 政府は、次の事項について、十分配慮すべきである。 

一 ヤミ金融の撲滅を実現していくため、国及び都道府県の関係当局において、体制及

び連携を強化・充実して関係法令に基づく徹底した取締りを行い、厳正かつ的確な法

令の適用を期すること。また、関係機関及び民間団体において、被害者のための相談

体制を整備・拡充し、相互の連携を一層強化することができるよう努めること。 

一 今後、貸金業に関する制度のあり方について、実態に即したより的確な規制体系の

構築及び適切な金利規制のあり方につき検討すること。 

 右決議する。 

 （注） 衆議院においては、委員会審査は省略された。 


